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目的 :肝内リンパ球の研究はマウスを用いた研究で

多 くなされてお り,近年肝が胸腺外分化 T細 胞の主要

な臓器のひとつであることが報告されている1)。しか

しラットにおける肝内リンパ球の研究はあまり行われ

ていない。我々は今までラットにおいてもintermedi―

ate T細 胞が存在 し,肝 切除後自己応答性の T,B細

胞が活性化することを報告してきた21今 回ラット肝

内にCD4bHghtcD3の フェノタイプを示す細胞が存在

することを認めたので報告する。

対象 と方法 :8～ 9週 齢の Lewis雄 性 ラットを使

用した70%肝 切除を施行 した(■=5).切 除後経時的に

以前の報告と同様に肝,胸 腺,陣 臓,血 液を採取 しリ

ンパ球を分離,抗 ラットCD4,CD8,CD3モ ノクロー

ナル抗体 (SerOtec)を使用し,FACScanに よる二重

染色にて各臓器 リンパ球の解析を行った.

結果 :正常ラット (DayO)で CD4キ CD3細 胞が肝

で6,9%(mean)で あり,陣 臓 (1,4%)や 血液 (1.4%)

に比べ有意に肝に多 く存在することが判明した (肝vs

陣臓 or血 液 :p<0,05).眸 臓,血 液にはほとんど認

めなかった。70%肝 切除後肝内において,CD4++CD3

細胞は有意に減少 し (dayO vs day7 i p<0.05),逆に

有意差はなかったが陣臓において増加する傾向が認め

られた。血中ではほとんど変化を認めなかった (Fig.

1)。 CD8+T細 胞はCD4・ T細 旋引こ士ヒベ CD3の inten‐

s i t yが少なかった。 また do u b l e  n e g a t i v e  C D 4 ~ C D 8 ~

はマウスの肝 とは違い 1%以 下であった。

考察 :以前のラットリンパ球の報告りではCD4+十細

胞はT細 胞であり,CD4+細 胞はマクロファージと言

われていた。しかし今回のラット肝内リンパ球の検索

で,肝 内にCD4++cD3の 細胞群が存在することが判

明した。肝切除後陣臓においても若干の増加を認めた

ことからこの細胞群が,肝 に特異的なものかどうかは

まだ明らかではない。しかし血中にはほとんど認めら

れないため,ク ッパー細胞のような局所存在の細胞の

可能性が強いと思われる。我々はマウス70%肝 切除に

おける胸腺外分化 T細 胞の活性化について報告 して

いるが,マ ウス とラットでは白血球 におけるCD4や

ラット肝切除後再生肝におけるCD4+■cD3細 胞の変動
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Fig。 l Change of CD4■ +CD3~ cells after partial

hepatectomy in rats CD4・ 十cD3~ cells existed

almost Only in the normal rat itver This type of

cells decreased in the liver after partial he‐

patectomy and increased in the spleen but not

displayed in the blood Data are mean % cells

stained of measures performed On 5 aninlals

CD3

CD8の 表面抗原だけで も大 きな違いがある。ラッ トを

用いた臓器移植 における局所の免疫学的研究ではラッ

トリンパ球 のさらなる検討が必要 と思われ る。現在

CD4+十cD3の 細胞群 についてさらなる検討 を進 めて

いる。
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